
請 

願

趣 旨結 果

条
例
の
制
定

●
袋
井
市
自
然
環
境
、
景
観
等
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
事
業
と
の
調
和
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

美
し
い
景
観
、
豊
か
な
自
然
環
境
及
び
市
民
の
安
全

安
心
な
生
活
環
境
の
保
全
並
び
に
地
球
温
暖
化
対
策
と

な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
と
の
調
和
を
図

る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
、
市
民
の
安
心
と
地
域

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
と
し
て
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正
（
主
な
も
の
）

●
袋
井
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て　

ほ
か
11
件

　

使
用
料
・
手
数
料
等
の
3
年
毎
の
定
期
見
直
し
や
、

本
年
10
月
1
日
か
ら
施
行
予
定
の
消
費
税
法
の
税
率
改

正
に
伴
い
、
使
用
料
、
手
数
料
等
の
一
部
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

人
事
案
件
（
敬
称
略
）

●
人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
（
11
人
）
の
う
ち
、
本
年
9
月
30
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
委
員
に
つ
い
て
、
市
長
が

推
薦
す
る
次
期
の
候
補
者
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら

れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
元
年
10
月
1
日
か
ら
3
年
間
で
す
。

・
青
木　
　

修
（
五
十
岡
）
再
任

・
中
山　

喜
一
（
太　

田
）
再
任

・
青
木　

玉
枝
（
下
山
梨
上
）
新
任

・
安
間　

博
次
（
湊　

中
）
新
任

・
窪
野　

清
美
（
上
石
野
）
新
任

そ
の
他

●
浅
羽
地
域
湛
水
防
除
施
設
組
合
の
解
散

●
浅
羽
地
域
湛
水
防
除
施
設
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分

議
員
提
出
議
案

●
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

議
会
改
革
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
と
と

も
に
、
若
者
の
政
治
離
れ
や
女
性
の
政
治
参
加
な
ど
の

課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に
設
置
す
る
も
の

で
す
。（
定
数
6
人
）

●
ご
み
減
量
化
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

ご
み
減
量
化
対
策
や
ご
み
処
理
業
務
の
収
支
改
善
へ

の
取
り
組
み
に
お
け
る
諸
課
題
や
、先
進
事
例
の
調
査
・

研
究
及
び
課
題
整
理
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
設
置
す
る

も
の
で
す
。（
定
数
6
人
）

●
I
C
T
活
用
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

今
後
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
（
子
育
て
・
教

育
・
健
康
・
都
市
環
境
・
産
業
振
興
・
防
災
等
）
で

I
C
T
の
効
果
的
な
活
用
が
不
可
欠
と
な
る
こ
と
か

ら
、
I
C
T
活
用
推
進
の
た
め
の
調
査
・
研
究
す
る
こ

と
を
目
的
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。（
定
数
6
人
）

消
費
増
税
の
中
止
を
政
府
に
求
め
る
意
見
書
を
袋
井

市
議
会
が
可
決
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
請
願
書

　

今
回
の
消
費
増
税
は
、
消
費
低
迷
や
格
差
の

拡
大
を
引
き
お
こ
し
、
複
雑
な
軽
減
税
率
の
導

入
は
逆
に
事
業
者
の
負
担
と
な
る
こ
と
な
ど

を
理
由
に
、
増
税
中
止
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

　

今
回
の
消
費
増
税
は
、
軽
減
税
率
の
導
入
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
、
財
源
を
活
用

し
た
幼
児
教
育
の
無
償
化
、
年
金
生
活
者
へ
の

支
援
な
ど
、
さ
ら
な
る
社
会
保
障
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
確
か
に
短
期
的

な
景
気
の
後
退
は
あ
る
と
は
思
う
が
、
日
本
国

債
の
格
付
け
の
変
化
や
、
2
0
2
5
年
問
題
に

お
け
る
社
会
保
障
の
負
担
増
も
予
測
さ
れ
る

中
で
、
長
期
的
に
見
れ
ば
や
む
を
得
な
い
措
置

で
あ
る
た
め
、
不
採
択
と
す
る
。

一
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年
度
で
終
了
し
な
い
場
合
に
、
議
会
の

議
決
を
経
て
、
そ
の
期
間
と
限
度
額
を
定
め
て
お
く
制
度
で
す
。

※
債
務
負
担
行
為
と
は
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